
令和７年度 教育活動等に対する学校評価書(自己評価結果書) 

学校法人二葉学園 葛飾二葉幼稚園 

 

1．本園の教育目標  

「自立と思いやりの心」  

●自ら考え、自ら課題にぶつかり、自ら解決できる子  

遊びや保育を通して、知的好奇心や探究心、興味、関心、意欲を引き出し、一人一人の段階に合わ

せて生きる力に結びつける。  

●自らを律しつつ、他者を思いやれる子  

友だちが好き、先生が好き、幼稚園が好きという思いを通して、暖かい風土や雰囲気の中で他者を

好きになることで、自分を律しつつ、一人でも遊べ、みんなとでも遊べることを身につけ、さまざ

まな場面でも他者を思いやり、自分の意思を選択できる力に結びつける。  

●健康で、がまん強いたくましい子  

物の豊かさが心や身体に及ぼす影響を踏まえ、幼児期に必要な運動による身体能力の向上、心の発

達、神経機能の発達を目指し、心身ともに健康な子どもに育てる 

 

２．保育理念 

① 子どもたちの最善の利益を基本として教育を行う   

   ② 子どもたちの権利を守り、生きる力を育む   

 ③ 子どもたちのよき指導者としてともに歩み、ともに成長する   

 ④ 家庭の良きパートナーとして、望ましい家庭教育・環境像をさし示し、地域の教育力の 

向上に務める   

 ⑤ 施設も社会の一員として、地域の子どもの子育ち・子育てを支える  

 

３．当年度振り返り・課題 
 

① 保育活動 

  目標 
・初年度の保育実績を検討し次期保育計画に繋げる 

      ・『身近な自然を保育に取り入れる』の更なる充実 

 

  振り返り・課題 
・これまで培ってきた自然物・自然事象を取り入れた活動（遊び）がより充実し、子どもの

絵画製作や保育教 諭の装飾などが豊かなものになった。また、既存の園庭の横に新しく

「がるてん」を新設したことで遊びの幅が広がった。次年度も引き続き質の高い遊びがで

きるようにする。  

・ウサギのビバが初夏（6/15）に他界をし、園全体でお別れの会を行った。限られた命の

大切さを園内で一緒に学ぶことができた。また、しばらくして初冬（11/22）に新たに



同じくウサギのイブを迎えた。愛らしい姿に興味関心が深まり、イブのところに訪れる子

どもが増えた。  

・同法人のふたばこどもセンターと支援が必要な子どもの育ちについて定期的に共有を行っ

た。前年度まで不定期で行っていたが、定期的に行うようになったことでそれぞれの施設

での姿を共有し、個々の育ちを確認できるようになった。次年度に向けては、個別の育ち

やその対応について、スポットで連携し合える場も設けていきたい。  

・保護者の方からの様々な要望にはできる限り対応してきたが、期待に沿えないこともあっ

た。要望が多種多様であるため、子どもの育ちが最優先となるよう、引き続き園の教育保

育の在り方をお伝えしていく。 

・各学年に担任以外のサポート職員を配置し、より多くの大人の目で全体をサポートする 

体制を整えた。4 歳児クラスにおいては担任の他に経験豊富な職員を配置し、より質の高い

保育を目指した。 

・地球温暖化の影響で上昇する気温対策として、園舎西側にサンシェードの設置、及び、 

給食室においてはガスコンロから IH への工事を行った。その他、夏休み期間に園舎内わ

くわく広場、3 階テラス、子育て支援棟などの大規模修繕工事を行い、より良い環境で保

育を継続させられるようになった。 

 

② 人材育成 

  目標 
・初年度の結果を受けて職員体制を検証し必要に応じた職員採用を速やかに行う。 

・組織力の向上を目指し、個々のキャリア構築、及び、必要職員体制の構築に向けて採用

を行う。 

 

    振り返り・課題 
・幼児クラスの職員が中心に行っていた自然遊びの研修を、乳児クラスの職員もバランス

良く行うことで、職員全体の『身近な自然を保育に取り入れる』活動の専門的知識が深

まった。  

・ふたばこどもセンターと連携会議、及び、コラボレーション研修を開始した。これによ

り、職員の知識の向上につなげられた。次年度も継続しより充実させていきたい。  

・継続して普通救命救急の新規講習、及び、更新講習を継続して行っていること、また、

普及員が 2 名増員して活動を行っていることで、救急の日に東京消防庁より表彰され

た。  

・東京都キャリアアップ研修を積極的に受講できるよう、こまめな情報提供、勤務体制を

整えた。また、勤務しながら保育士資格の取得をした職員もいた。 

・先を見据え、年間を通して職員の採用募集を行い安定した職員体制を整えた。 
 

 

③ 運営管理 

  目標 
・地域の自然や社会との関りを充実させる  

 

  振り返り・課題 
・ホームページをリニューアルし、園の保育教育の詳細を在園児だけでなくそれ以外の方

にも見ていただけるようにした。  

・毎年行っている卒園生に向けた「ホームカミングデー」の誘いは継続して行い、終了後

には、町会主催の「盆祭り」へ出向き、卒園生とその保護者、地域の方々との交流を深

めた。  

・町会の役職を園長が担うこととなり、各種会議への参加、及び、交流活動への参加を積

極的に行った。  

・在園児保護者だけでなく、未就園児の保護者に向けた子育て研修会を企画・開催

（7/23）した。また、在園児に向けては、ライフジャケットの無料レンタルを行い、

夏休みを安心安全に過ごせるよう保護者支援をした。  



・園庭で収穫した柑橘類やギンナンを園児と一緒に収穫・処理し、日頃お世話になってい

る近隣の方にお配りした。また、年度末にもご挨拶にうかがい、園の教育保育への興味

関心やご理解ご協力をいただくための機会を設けている。今後も継続させていきたい。  

・都立葛飾特別支援学校の清掃実習班の受け入れ、職員向けクッキー販売実習の受け入れ

を継続して行い、近隣施設としての連携を図ることができている。 

 
 

４．総括 
 R7 年度で５年目を迎えた『身近な自然を保育に取り入れる』活動、及び、その後の研

修会では、乳児クラスにおいても計画的に取り入れ充実させることができた。今後改訂さ

れる保育指針において、乳児期の自然遊びが重要視されるとのことから、その先駆けとな

る良い計画であった。  

 ふたばこどもセンターとの連携も本格的に開始し、次年度に繋げていくためのベースを

整えることができたほか、継続して行っている月に一度の『1on1』（面談）において

も、各職員の業務における良かった点だけでなく悩みや課題を確認ができ有意義な時間と

なった。  

 中期計画としては順調に遂行しているが、働き方のニーズも多様な時代になっているた

め、今後を見据えての配置を十分に考慮していく。  
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